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01
case

座間市（神奈川県）

人と地下水のかかわりを将
みらい

来へ
地下水・湧水を分かりやすく紹介して市民の理解を促進

芹沢川に湧き出す湧水

座
間
市
は
、
神
奈
川
県
の
中
央
部
に
位
置
し
、
東

京
都
心
、
横
浜
市
へ
の
通
勤
圏
内
に
あ
る
人
口
13
万

人
の
都
市
で
す
。
市
域
は
、
中
央
部
を
南
北
に
縦
断

す
る
座
間
丘
陵
を
境
に
、
東
部
は
相
模
原
台
地
、
西

部
は
相
模
川
沖
積
低
地
が
相
模
川
に
沿
っ
て
広
が
る
、

起
伏
に
富
ん
だ
地
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。

座
間
市
は
、
昔
も
今
も
、
そ
し
て
将
来
に
わ
た
っ

て
も
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
財
産
で
あ
る

地
下
水
・
湧
水
を
守
っ
て
い
く
た
め
、
市
民
や
事
業

者
の
理
解
を
深
め
て
頂
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
枯

渇
す
る
こ
と
な
く
湧
き
出
る
湧
水
の
存
在
を
広
く
市

民
に
伝
え
る
こ
と
が
、
目
に
見
え
な
い
地
下
水
を
保

全
す
る
重
要
な
手
段
に
な
る
と
考
え
、
湧
水
を
巡
る

見
学
ツ
ア
ー
や
そ
の
手
助
け
と
な
る
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
及
び
配
布
、
地
下
水
１
０
０
％
を
詰
め
た
ア

ル
ミ
ボ
ト
ル
缶「
ざ
ま
み
ず
」の
販
売
や「
ざ
ま
み
ず
」

販
売
用
自
動
販
売
機
の
設
置
、
ま
た
水
を
テ
ー
マ
と

し
た
出
前
講
座
の
開
催
な
ど
、
草
の
根
的
な
手
づ
く

り
の
普
及
啓
発
に
長
年
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【課　題】	 地下水保全
【主　体】	 座間市
【連絡先】	 座間市環境経済部
	 	 環境政策課環境保全係

神奈川県

東京都

山梨県

Profile

座間市座間市

【地下水編】
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■ 地下水編

座
間
市
地
下
水
保
全

基
本
計
画　

～
人
と
地
下
水
の
か

か
わ
り
を
将み
ら
い来
へ
～

座
間
の
宝
の
地
下
水
と
湧
水
を
保
全
す
る

座
間
市
は
、
市
の
中
央
付
近
を
南
北
に

連
な
る
座
間
丘
陵
と
そ
の
東
側
に
広
が
る

相
模
原
台
地
、
ま
た
そ
の
西
側
に
広
が
る

相
模
川
沿
い
の
河
岸
段
丘
と
沖
積
低
地

か
ら
な
る
特
徴
を
も
っ
て
い
ま
す
。
相
模

原
台
地
に
は
、
相
模
川
に
よ
り
運
ば
れ
数

十
万
年
前
に
堆
積
し
た
水
を
通
し
や
す
い

地
層
が
厚
く
分
布
し
地
下
水
が
貯
ま
り
や

す
い
た
め
、
こ
の
地
下
水
が
現
在
も
水
道

水
や
工
業
用
水
の
大
切
な
水
源
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
一
部
の
地
下
水
は
湧
水
と

し
て
地
上
に
湧
き
出
し
、
古
く
か
ら
人
々

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
切
な
地
下
水
及
び
湧
水
を
保
全

す
る
た
め
、
座
間
市
は
、
２
０
０
３
年
２
月

に「
座
間
市
地
下
水
保
全
基
本
計
画
」を
策

定
し
、
地
下
水
の
水
量
と
水
質
に
関
す
る

計
画
的
な
管
理
と
総
合
的
な
地
下
水
保
全

施
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
課
題
で
あ
っ
た
地
下
水
汚
染
が
改
善

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
一
方
で
新
た
に
地

下
構
造
物
の
構
築
に
よ
っ
て
生
じ
る
地
下

水
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
地
下

水
を
取
り
巻
く
環
境
に
変
化
が
生
じ
た
た

め
、
２
０
１
６
年
３
月
に「
座
間
市
地
下

水
保
全
基
本
計
画
」を
改
定
し
ま
し
た
。

新
た
な
基
本
計
画
の
も
と
、
地
下
水
量

の
保
全
、
地
下
水
質
の
保
全
、
水
環
境
の

保
全
及
び
保
全
活
動
の
推
進
の
４
つ
を
基

本
方
針
と
し
て
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
地
下
水
保
全
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

計画の	
概　要こ

れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 2000 1990

「
地
下
水
保
全
連
絡
協
議
会
」設
立

1999.10

「
座
間
市
の
地
下
水
を
保
全
す
る
条
例
」制
定

1998.4

「
座
間
市
地
下
水
保
全
基
本
計
画
」策
定

2003.2

「
座
間
市
地
下
水
保
全
基
本
計
画
」改
定

2016.3

地
下
水
総
合
調
査

1999-2000

地
下
水
総
合
調
査

2008-2009

地
下
水
総
合
調
査

2017-2021

座間市の水循環の模式図
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「
湧
水
ざ
ま
ッ
プ
」で

市
内
の
地
下
水
や
湧
水
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
解
説

「鍵」
その1湧

水
ざ
ま
ッ
プ
は
、
市
内
の
湧
水
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
地
下
水
・
湧
水
の
し

く
み
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
で
す
。
市
民
共
有
の
貴
重
な
財
産

で
あ
る
湧
水
の
存
在
を
広
く
市
民
等
に
伝

え
る
こ
と
を
目
的
に
、
公
募
さ
れ
た
市
民

等
か
ら
な
る
座
間
市
地
下
水
保
全
連
絡
協

議
会
と
座
間
市
が
共
同
で
作
成
・
発
行
し

て
い
ま
す
。

特
に
こ
の
湧
水
ざ
ま
ッ
プ
で
は
、
な
ぜ

座
間
市
に
豊
富
な
地
下
水
、
そ
し
て
湧
水

が
存
在
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
丁
寧
に
、

分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

座
間
市
内
の
台
地
部
、
丘
陵
部
な
ど
の

地
下
に
は
、
相
模
川
が
現
在
の
位
置
に
至

る
ま
で
の
間
に
そ
の
流
れ
を
変
え
運
ば
れ

て
き
た
大
量
の
砂
礫
が
砂
礫
層
を
形
成
し
、

帯
水
層
と
し
て
広
が
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

こ
の
帯
水
層
の
器
の
役
割
を
す
る
地
層
を

「
不
透
水
層
」、「
難
透
水
層
」と
い
い
、
座

間
市
周
辺
で
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る

の
が
上か

ず
さ
そ
う
ぐ
ん

総
層
群
で
す
。

こ
の
上
総
層
群
が
市
南
部
の
地
下
で
緩

や
か
に
盛
り
上
が
っ
て
い
る
た
め
に
、
地

下
水
の
移
動
を
遮
り
、
自
然
の
力
に
よ
る

「
地
下
の
ダ
ム
」の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
、

そ
こ
に
蓄
え
ら
れ
た
地
下
水
の
一
部
が
湧

水
と
し
て
湧
き
出
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
な
っ

て
い
ま
す
。

湧
水
ざ
ま
ッ
プ
は
、
市
役
所
や
市
の
公

共
施
設
に
配
架
し
て
い
る
ほ
か
、
市
の
イ

ベ
ン
ト
等
で
積
極
的
に
配
布
し
、
市
民
や

市
外
の
方
々
に
座
間
の
地
下
水
や
湧
水
に

つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
市
の

職
員
一
人
ひ
と
り
が
意
識
し
、
地
域
の
宝

で
あ
る
地
下
水
・
湧
水
の
啓
発
に
活
用
し

て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

地下水の流れと湧水のしくみを分かりやすく解説

「湧水ざまップ」の表紙

「湧水ざまップ」の湧水案内図
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■ 地下水編

地
下
水
を
ア
ル
ミ
ボ
ト
ル

缶
に
詰
め
て
市
の
特
産
品
に

「鍵」
その2座

間
市
は
地
下
水
に
恵
ま
れ
て
い
る
た

め
、
水
道
水
の
大
半
を
地
下
水
で
賄
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
地
下
水
を
１
０
０
％
ア
ル
ミ
ボ
ト

ル
缶
に
詰
め
た「
ざ
ま
み
ず
」は
、
座
間
市

特
産
品
と
し
て
２
０
１
１
年
か
ら
市
政
40

周
年
を
記
念
し
た
商
品
と
し
て
発
売
し
て

い
ま
す
。
口
当
た
り
が
ま
ろ
や
か
で
ミ
ネ

ラ
ル
分
が
豊
富
な
中
硬
水
と
い
う
特
色
が

あ
り
、
地
下
水
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ

ン
ボ
ト
ル
は
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
ま
た
、

飲
み
き
り
サ
イ
ズ
な
の
で
軽
く
て
持
ち
運

び
に
も
適
し
て
お
り
、
お
出
掛
け
の
お
供

や
お
土
産
と
し
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

２
０
２
１
年
12
月
時
点
で
、
市
内
で
は

市
役
所
売
店
や
水
道
料
金
お
客
様
セ
ン

タ
ー
を
は
じ
め
、
座
間
市
観
光
協
会
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
市
内
酒
販
組
合

の
店
頭
等
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
内
の
公
共
施
設
や
公
園
等
に
設
置
さ
れ

た
自
動
販
売
機
で
も
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
更
に
、
座
間
市
外
で
も
、
近
隣

の
自
治
体
や
商
業
施
設
な
ど
で
も
販
売
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ

る
海
洋
汚
染
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

中
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
で
あ
る
神
奈
川

県
で
は
、「
か
な
が
わ
プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ
宣

言
」を
出
し
、
こ
れ
に
賛
同
す
る
自
治
体

や
企
業
等
か
ら
、
ア
ル
ミ
ボ
ト
ル
缶「
ざ

ま
み
ず
」へ
の
関
心
に
よ
る
問
い
合
わ
せ

が
増
え
て
い
ま
す
。

市
職
員
企
画
の

「
湧
水
ツ
ア
ー
」に
よ
る

啓
蒙
活
動

「鍵」
その3

　

座
間
市
の
地
下
水
環
境
に
つ
い
て
関
心

を
深
め
て
頂
く
こ
と
を
目
的
に
、
市
職
員

が
企
画
す
る
湧
水
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
毎

年
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

例
え
ば
２
０
１
９
年
度
の
湧
水
ツ
ア
ー

で
は
、「
鈴す

ず
な
が長

を
歩
い
て
巡
り
、
ち
ょ
こ
っ

と
美
化
活
動
」を
タ
イ
ト
ル
に
、
市
内
の

湧
水
を
徒
歩
で
散
策
し
な
が
ら
、
地
下
水

の
流
れ
や
湧
水
の
仕
組
み
を
学
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。ま
た
、簡
易
水
質
検
査
キ
ッ

ト
を
用
い
た
水
質
検
査
を
実
演
す
る
な
ど
、

水
に
対
す
る
関
心
と
知
識
を
高
め
て
も
ら

う
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
毎
年
開
催
す
る
湧
水
ツ
ア
ー
の

訪
問
先
な
ど
の
企
画
は
環
境
政
策
課
の
職

員
が
担
当
し
、
事
前
に
下
見
を
し
て
写
真

を
撮
影
し
、
そ
れ
を
素
材
に
手
づ
く
り
の

湧
水
ツ
ア
ー
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
、
市
役

所
や
図
書
館
に
掲
示
し
て
参
加
者
を
募
っ

て
い
ま
す
。

2019年度の湧水ツアーの様子

アルミボトル缶「ざまみず」

市役所内の自動販売機

職員手づくりの湧水ツアーポスター
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「
地
下
水
保
全
対
策
基
金
」を

活
用
し
て
案
内
看
板
の
設
置
や

普
及
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
製
作

注目1
座
間
市
は
、
１
９
９
８
年
に「
座
間
市

の
地
下
水
を
保
全
す
る
条
例
」を
制
定
し
、

地
下
水
採
取
事
業
者
か
ら
の
協
力
金
を

集
め「
地
下
水
保
全
対
策
基
金
」を
創
設

し
、
他
の
民
間
事
業
者
や
市
民
か
ら
の

寄
付
・
募
金
と
合
わ
せ
て
基
金
に
積
み

立
て
て
い
ま
す
。

こ
の
基
金
を
利
用
し
て
根ね

し
た
み
な
み

下
南
湧
水
と

神か
め
い
ど

井
戸
湧
水
に
湧
水
の
仕
組
み
や
近
隣

の
湧
水
等
を
紹
介
し
た
案
内
看
板
を
設

置
し
、
市
民
や
観
光
客
な
ど
に
湧
水
の
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
案
内
看
板
で

は
、「
貴
重
な
湧
水（
地
下
水
）を
大
切
に

し
ま
し
ょ
う
。」「
無
限
で
は
な
い
地
下
水
」

な
ど
、
地
下
水
や
湧
水
の
保
全
を
訴
え
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
し
、
大
切
な
地
下
水

や
湧
水
を
未
来
へ
引
き
継
ぐ
啓
発
も
行
っ

て
い
ま
す
。

同
じ
く
こ
の
基
金
を
活
用
し
て
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ「
座
間
の
宝　

湧
水
の
秘
密
」を
制
作

し
ま
し
た
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
は
、
市
内
の
湧
水

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
湧
水
と
は
何
か
、

地
下
水
は
ど
う
し
て
で
き
る
か
、
ま
た
座

間
市
の
地
下
構
造
や
地
下
水
を
守
る
た
め

の
取
組
に
つ
い
て
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で

分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
市
役
所
内
の
市
民
情
報
コ
ー

ナ
ー
や
市
立
図
書
館
で
貸
し
出
す
と
と

も
に
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
で
放
映
し
た
り
、

職
員
に
よ
る
出
前
講
座
で
地
下
水
の
概
要

を
説
明
し
た
後
に
動
画
で
理
解
を
深
め
た

り
す
る
な
ど
広
報
ツ
ー
ル
と
し
て
積
極
的

に
活
用
し
て
い
ま
す
。

地
域
学
習
副
読
本
や
出
前
講
座
で

座
間
の
水
を
啓
発

注目2
座
間
市
で
は
、
１
９
８
１
年
に
教
育
研

究
所
を
設
置
し
、
地
域
学
習
副
読
本「
わ

た
し
た
ち
の
座
間
」を
発
行
し
学
校
教
育

の
現
場
で
座
間
の
水
に
つ
い
て
分
か
り
や

す
く
伝
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
に
学
び
の
機
会
を
提
供
す

る
出
前
講
座「
ざ
ま
生
涯
学
習
宅
配
便
」を

実
施
し
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
約
６
０
種

類
の
講
座
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開

し
て
、
受
講
希
望
団
体
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
水
に
関
す
る
講
座
と
し
て
は
、「
座
間

の
水
道
」「
下
水
道
」「
地
下
水
」「
河
川
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

小
中
学
生
の
課
外
授
業
や
自
治
会
、
各

種
団
体
な
ど
を
対
象
に
、「
ざ
ま
生
涯
学

習
宅
配
便
」や
そ
の
他
様
々
な
機
会
を
通

じ
て
、
市
の
職
員
が
講
師
と
な
っ
て
水
の

普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここにも「注目」

市内に設置されている湧水案内看板

副読本「わたしたちの座間」

DVD「座間の宝　湧水の秘密」

出前講座等の様子
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■ 地下水編

「
座
間
は
地
下
水
」と

い
う
子
ど
も
達
の

認
知
度
向
上

約
40
年
に
渡
り
、
座
間
市
の
小
学
校
三

年
生
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
座
間
」を
地
域

学
習
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
学
ん
で
き
ま

し
た
。
特
に「
く
ら
し
と
水
」の
学
習
で
は
、

座
間
市
の
水
道
の
仕
組
み
、
地
下
水
の
役

割
に
つ
い
て
丁
寧
に
学
び
、
児
童
の
水
に

対
す
る
理
解
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

授
業
で
は
水
の
飲
み
比
べ
な
ど
も
盛
ん
に

行
わ
れ
、
座
間
の
水
の
美
味
し
さ
も
共
有

し
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
多
く
の
学
校
が
、
校
外
学
習

と
し
て
水
源
地
や
神
井
戸
・
番ば

ん
じ
ん
す
い

神
水
な
ど

の
湧
水
を
見
学
し
、
た
く
さ
ん
の
市
民
が

子
ど
も
の
頃
か
ら
、
湧
水
の
ま
ち「
座
間
」

を
実
感
し
て
い
ま
す
。

地
域
学
習
副
読
本「
わ
た
し
た
ち
の
座

間
」は
年
々
改
訂
さ
れ
、
現
在
は
お
い
し

い
座
間
の
水
を
守
る
た
め
の
学
習
に
も
力

を
入
れ
、
環
境
問
題
に
眼
を
向
け
て
い
ま

す
。
１
９
９
７
年
度
に
は
、
小
学
校
四
年

生
向
け
に
環
境
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク「
わ
た
し

た
ち
と
環
境
」を
発
行
し
、
子
供
た
ち
の

環
境
へ
の
意
識
を
高
め
る
教
育
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

活動の	
効　果

取組を伝え広げていく
ポイントは？
地下水を保全するために「地下水・湧水」につ
いて、市民の皆さんに関心を持っていただくこ
とが大切です。
湧水ツアーや出前講座は、参加される方の地
域や年齢も違うため、その方々のニーズに沿っ
た説明をすることを心掛けています。
今後も、職員が工夫しながら市民の皆さんに
関心を持っていただけるイベントを開催したい
と考えています。
また、様々な機会を捉えて積極的な情報発信
に努めることが必要だと感じています。

今後に向けて
座間市では、これまで地下水のみを検討
するモデルを用いて、地下水マネジメント
を行ってきましたが、水循環基本法の理念
に基づき、平成29年度より表流水を含めた
三次元水循環解析モデルの構築をしていま
す。これは、地下水の姿を忠実に再現でき
るモデルであり、将来の地下水・湧水の保
全に向けて大きな役割を果たすものと考え
ています。

取組を伝え広げていく
ポイントは？
座間市では、1955年1月の一部給水開始以来、
地下水を水道水の主な水源として約60年以上
にわたって、蛇口をひねればいつでも安全で安
心なおいしい水道水を市民の皆様にお届けして
います。
この特徴ある水道水を座間市のアピールポイ
ントとして、シティプロモーション活動を行い、
「住んでみたいまち」となるよう各種イベントな
どを通じて普及・啓発活動をしていきたいと考
えています。

今後に向けて
座間の水道水の特徴をより広く多くの
人に知っていただくために、アルミボトル缶
「ざまみず」を通じて啓発活動を行っていき
ます。市主催のイベント、地域や各種団体
が主催するイベントにも積極的に参加し啓
発活動を行うほか、ざまみず販売専用の自
販機を市内各所に設置していきます。
座間市が水道水のおいしいまちと評判が
高まり、多くの方に興味と関心を持っていた
だけるよう取り組んでいきます。

座間市上下水道局
経営総務課　課長
郡司 勉さん

メッセージ

座間市環境経済部
環境政策課　課長
花上 征之さん

メッセージ
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